
 

 

平成23年度 シラバス 
学年・期間・区分 ３年次・通年・A群 

対象学科・専攻 電子制御工学科 

工学実験Ⅰ 

(Experiments in control 

Engineering Ⅰ) 

担当教員 
河野 良弘(Kawano, Yoshihiro)  

新田 敦司(Nitta, Atsushi) 

教員室 
河野 機械工学科棟１階(tel 42-9082) 

新田 機械工学科及び土木工学科棟２階(tel 42-9068) 

E-Mail 
kawano@kagoshima-ct.ac.jp 

nitta@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態 ／ 単位の種別 ／ 単位数 実験・実習 ／ 履修単位 ／ ３単位 

週あたりの学習時間と回数 授業（150分）×30回 

〔本科目の目標〕 

電子制御工学に関する各種の実験を行い、基礎知識をより深く理解するとともに実験の方法、データの処理、報告書の

書き方について学習し、的確な把握力と思考力、および解析能力などを養う。また、実習項目に相当する科目の基礎基本

のＡを到達目標とする。 

〔本科目の位置付け〕 

数値制御，電気・電子関係の学習内容を本科目で現実的に把握すると共に、座学と実験を常にリンクさせる。 

〔学習上の留意点〕 

(1) 服装は実習服を正しく着用し、開始時間を厳守すること。 

(2) 実験は決められた順序、方法で細心の注意を持って行い、特に災害をまねかないよう注意する。 

(3) 実験はグループごとに行い、任務を分担して協力しあうこと。 

(4) 実験後は報告書を作成し、指定される場所に指定の期限までに提出すること。 

(5) 原則として、すべての実験に出席し、報告書を提出すること。なお、不備のあるレポートについては、再提出さ

せる。 

〔授業の内容〕 

授  業  項  目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

１．オリエンテーション 

２．ＮＣプログラミング 

 

 

 

 

 

 

３．数値制御  

 

 

 

 

 

 

 

 ４．電 気 Ⅱ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．電子回路 

 

 

 

 

 

 

 

 ６.報告書指導 
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  ２１ 

     

 

 

 

 

 

 

    ３ 

実験の心得及び報告書の書き方 

ＮＣ加工を理解し、次の細目についてＮＣ

プログラムの作成方法を理解できる。また、

CAD/CAMの取り扱い方法を理解できる。 

(1)NC プログラミング実習 (2)マシニング

センタ操作法と加工  (3)課題のプログラミ

ングと実習 (4)CAD実習 (5)CAD/CAM実習 

 

炭酸ガスレーザ加工機と多関節ロボット

などのプログラムを作成することで、レーザ

加工機とロボットの動作を理解できる。 

(1)ＣＮＣレーザ加工機の取り扱い (2)レ

ーザ加工技術   (3)プログラマブルコント

ローラ（PLC）による制御 (4)多関節ロボッ

トの制御 

 

電気回路の実験を通して、次の細目を理解

できる。 

(1)キルヒホッフの法則 (2)ホイートスト

ンブリッジによる抵抗の測定(3)交流ブリッ

ジによるＬおよびＣの測定 

(4)交流回路のベクトル軌跡 (5)単相交流

回路の電力測定 (6)二端子対パラメータの

測定 (7)共振回路の特性測定 

 

電子回路の実験を通して、次の細目を理解

できる。 

(1)デジタル・ストレージ・オシロスコープ

による測定実験 (2)ダイオードの特性測定 

(3)ダイオードの整流作用と整流回路 (4)

トランジスタの静特性測定 (5)温度センサ

の特性測定 (6)光電素子の特性測定  

 

報告書の内容について個別指導を受け、報告

書の書き方を理解できる。 

 

CADとCAMについて概要を

把握する． 

 

 

 

 

 

炭酸ガスレーザ加工機と

多関節ロボットについて概

要を把握する． 

 

 

 

 

 

電気回路の実験細目につ

いて教科書などで理解して

おく． 

 

 

 

 

 

 

電子回路の実験細目につ

いて教科書などで理解して

おく． 



 

 

 

 

 

〔教科書〕 鹿児島高専 電子制御工学実験書 

〔参考書・補助教材〕実験内容により図書館等で調べること． 

〔成績評価の基準〕実験レポートの成績(50%)＋実験態度（50%） 

〔本科（準学士課程）の学習教育目標との関連〕1-b，3-c，4-a 

〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕 

〔JABEEとの関連〕 

メモ欄 

 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 

                                                      
 


